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社会福祉法人 麦の芽会 けやき保育園 

 蛭沼 君枝 

工業高校建設科に入学したけど  

私が保育士を目指したきっかけは、高校

の先輩から言われた一言でした。高校は工

業高校の建設科に進んだ私ですが、建設業

を学んでいくうちに向いていないと感じ、

卒業後の進路に悩んでいました。そんな時、

先輩から「子どもが好きなら、保育士がい

いじゃない？」と言われました。家族に相

談すると大賛成され、その先輩が通ってい

た、保育士養成をしている短期大学に進学

しました。  

 

衝撃の保育園アルバイト  

短大１年の４月、また先輩から連絡があ

り、みどり市のたけのこ保育園で土曜保育

のアルバイトをしないか、と誘われました。

私は「保育の勉強ができ

るなら…」という軽い気

持ちで了承しました。  

そしてアルバイト初日、

「どんな保育園なのかな、

どんな子どもがいるのか

な」と、緊張しつつも期

待を膨らませて、たけの

こ保育園に向かいました。

いざ、園庭を見てみると、

園庭に穴がいっぱい！！

子どもたちはみんな半袖半ズボン！！園庭

の隅には畑があり、その横にはウコッケイ

とウサギの小屋が！！（しかも２歳児の子

がウコッケイを普通に持ち上げている！！）

ウッドデッキにはカメが入ったタライ

が！！…衝撃を受けました。私がイメージ

していた保育園とは正反対だったので、た

けのこ保育園で見るものすべてに驚きまし

た。でも、園長先生の保育方針、子どもに

対する思いに魅力を感じていました。そし

て、公立保育園の民間委託を引き受けた園

長先生がそこに移り、けやき保育園と改称

したのを機に、私もけやき保育園に就職し

ました。  

 

初担任は０・１歳児の混合クラス  

けやき保育園での初めての担任は、０・

１歳児の混合クラスでした。まだよちよち

歩きやハイハイの子どもたちが多く、この

子たちとどのようにコミュニケーションを

取ったらよいか、また、この子たちにとっ

て初めての社会生

活で、どうしたら

楽しむことができ

るのか、悩む日々

でした。  

慣らし保育期間

中は在園児も環境

の変化で泣きなが

ら登園し、保育室

には泣き声が響き

渡りました。仕事

が終わって家に帰り、布団に潜っても泣き

声が耳に残っている日もありました。正直、

この時期は、仕事を覚えることに必死だっ

たこともあり、「しんどいなぁ」と思うこと

がありましたが、毎日ママと離れて、知ら

― 若者たちの声のリレー ― 
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ない大人や知らないお友達と過ごさなけれ

ばならない子どもたちはもっと不安で、も

っとしんどかっただろうな、と今では思い

ます。自分のことでいっぱいいっぱいだっ

た当時の私が担任で、子どもたちは余計に

不安だったのかもしれない。と、当時の自

分に反省です…。  

 

子どもたちから学ぶ  

また、私のクラスでは、自分の気持ちを

伝えられないもどかしさから、子ども同士

のいざこざに発展することがありました。

例えば、おもちゃで楽しそうに

遊んでいる子どもがいます。そ

れを見ていた別の子どもは、そ

のおもちゃがとてもいいものに

見えてしまい、その子が使って

いたおもちゃが欲しくなる…。

その後の展開は、みなさんのご

想像の通りです。大人にとって

は「たかがおもちゃ」とか、「な

んでこんなもので…」と思われ

がちですが、子どもにとっては

とても大事なものなのです。子ども同士が

言葉で自分の気持ちをうまく伝えられない

時には、大人が仲裁に入り、その時の状況

を子どもの表情や行動から読み取ったりし

て子どもの気持ちを代弁することで子ども

同士の距離を少しずつ縮めていくことが必

要だと学びました。そして、子ども同士で

の遊びも大事ですが、保育者と一緒に遊ぶ

ことで子どもの遊びも豊かに展開していく

と感じました。また、未満児クラスは複数

担任ということもあり、保育をしていく中

で保育者同士が呼びかけ合い連携していく

ことも大事だと学びました。給食でアレル

ギーがある子には、保護者はもちろん、栄

養士とも情報交換をし合い、安全に食事が

取れるようにしていくことも保育の一環で

あると感じました。  

 

子どもの潜在能力に感動  

大変だったことだけではなく、嬉しかっ

たこともありました。１歳児のある女の子

に髪の毛を縛ってあげた時、その子が家で

お母さんに「きみちゃんが、縛ったん」と、

嬉しそうに話してくれたそうです。大人が

感じ得ないことでも、子どもは自分の気持

ちを覚えたての言葉で伝えようとする姿に

感動したと同時に、子どもが持つ潜在能力

のすごさを学びました。それだけではなく、

ハイハイをしていた０歳児の子が自分の力

で立ち上がり、歩こうとする姿にも子ども

の成長の強

さを感じま

した。この

世に産まれ

て、まだ１、

２年しか経

っていない

のに、あん

なに小さな

体で、とて

つもなく大

きい力を持っている子どもは本当にすごい

と思います。  

 

子どもたちと共に成長  

保育士一年生として、保育園一年生であ

る赤ちゃんクラスの担任になり、穏やかな

気持ちで保育することが出来てよかったと

思います。子どもが成長することで、また

悩んだり笑ったり、時には叱ってしまうこ

ともありますが、そうしていく中で自分自

身もまた一つ、成長させていただけること

に感謝したいと思います。今年度は年長ク

ラスの担任として。更なる成長を目指して

日々邁進してまいりたいと思います。  


